
　   大阪港夢洲トンネル沈埋函（５号函）の沈設作業に伴う函外の状況を
    確認するための潜水作業が下記のとおり実施されます。

　　　　         記

1 期間及び時間 平成１９年７月２９日（日）　　【日出～日没】　　　約３時間の作業

　<予備日> 平成１９年８月５日（日）

2 作 業 区 域 大阪港大阪区第１区　大関門付近（下図のとおり）

3 作 業 概 要 沈設されている５号函と４号函との接続面の状況を潜水士により調査、確認する作業です。

4 安 全 対 策 (1) 警戒船２隻（３GT級以上）を配備します。

(2) 可航側表示専用船２隻を配備し、可航側を示す掲示板（　　　　　　　　　　　　　　）を掲げ、

航行船舶に対して航行できる方向を示します。

(3) 工事区域内航路側のアンカー投入位置にはオレンジ色のブイと旗竿（赤色）にて明示します。

尚、他船の航行に支障がある場合は、アンカーワイヤーを緩める等の措置を講じます。

(4) 潜水作業時は、潜水士船に潜水作業中であることを示す国際信号旗「Ａ旗」を示す信号板

を掲げ、潜水作業中であることを明示し、付近航行船舶に注意を促します。

(5) 大型船（全長200m以上）の動静を事前に確認し、約３時間以上大型船の通航が無い時間帯

で潜水作業を行います。

尚、可航幅は咲洲側に２００ｍを確保しています。

5 出 所 大阪港長許可　　第３５３号（平成１９年７月１７日）

6 連 絡 先 東洋・佐伯・本間ＪＶ
担当者　志喜屋　義春　　電話　０６-６５６９－２８５０　（携帯電話　０９０-８８２０－６４１５）
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船舶への周知について、ご協力ください。


